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中学生の熱中症既往歴と主体的要因の関連

谷 健ニホ、三井由里‥、矢野潔子ネ

Relationships between Host Factors and History of Heatstroke in
Junior High School Students.

Ketti TANI,Yuri MITSUI and Kサ oko YANO

Abstract

The puば pose of this study was to examine the relat10nships beb″ een host factors and history of heatstroke

in junior high school students The subjects、 vere 348 junlor high sch001 students(175 girls and 173 boys)in

Hamamatsu city The data were cOllected iom Iヽay in 2014, using anonymous sel■ admi五stered
quesionnalres A host factOr of heatstroke was the consituJOn to the heat,amount ofthe sweat,the sleep

sltuation、  the usual physlcal condltlolt and others

The maln results were asお ■ows
l)The percentage ofthe persOn who has experlenced heatstroke was 34 1%(grls:335%,boys:347%)

2)The persOn who has experlenced heats● Oke was the predisposit10n that they're weak in the heat

3)The persOn who has experienced heatstroke was the constltutlon aln・ ays tO tend to destrOy physical
conditlon

The results of this stuむ 8uggeSted that tOlerance to the heat and physlcal● ●ndlt10n management■ om
usual are important tO preventlon of heatstroke

キーワー ド : 熱中症 熱中症既往者 中学生 主体的要因

I はじめに
熱中症とは、暑熱環境下において発生する身体適応

障害の総称であり、その種類 (旧分類)は熱失神、熱
痙攣、熱疲労及び熱射病に分けられる。また、日本救

急医学会 (2012)による熱中症の重症度分類では、 I
度 (軽症)、 Ⅱ度 (中等症)及びⅢ度 (重症)に分類
されている。熱中症の発症要因としては、暑熱環境及

び高齢が最も大きな因子とされ (三宅、2014)、 その

他に激しい運動、脱水、体調不良、肥満者、暑さに慣

れていない人等が挙げられている (環境省、2014)。

さらに熱中症の既往歴、過去における熱中症経験者は

注意が必要であるとされている (環境省、2014,日 本

体育協会、2013)。 前田ら (2001)は熱中症経験有り

の人は体温を一定の範囲に維持する体温調節能が劣っ

ていることを示唆し,樫村ら (2008)は熱中症既往者
は暑熱環境下運動時において増加する皮膚血流量が少

なく熱放散能力が減弱している可能性を示唆している。

しかし、これまで熱中症既往歴のある者の体質、普段

の生活状況及び身体状況等との関連について検討した

例はみられない。

そこで、本研究は中学生を対象として熱中症既往者

の体質、普段の生活状況及び身体状況等の主体的要因

について検討することを目的とした。

コ 方 法

1 調査対象
対象は、静岡県浜松市内のA中学校の 1年から3年
生の男女計 348人であつた (表 1)。

2 調査方法と倫理的配慮
2014年 5月 、無記名自記式質問紙調査を授業時に
実施 した。調査内容は、属性として、学年、性別、過

去の熱中症既往歴 (熱中症を経験したことがある)、

既往者における重症度、主体的要因として、暑さに対

する体質、朝食の摂取、睡眠の状況、水分補給、準備

運動、運動の得意不得意、汗のかきやすさ及び普段の

体調の 8項目とした。熱中症既往者における重症度の

*
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判別は環境省の熱中症マニュアル (2014)に示された

症状別の重症度に従つて対象者に判断させた。データ

は校内の保健指導の資料利用と共に学術以外に使用し

ないことで学校長の承認を得、個人が特定されないよ

う配慮の下データ処理を行つた。

3 分析方法
単純集計後、熱中症既往歴の有無でクロス集計を行

い、有意性の検定は回答に順序関係のない場合はχ
2

独立性の検定を、順序関係があるときはマン・ホイッ

トニ検定を用い、有意水準は 跳未満とした。

表 1 対象者
学年 女子 男子 合計

1年生

2年生

3年生

別に示した。全体で、暑さに弱いと回答した者は

197%、 毎日の朝食摂取者は 920%、 十分な睡眠を

とつている者は 431%、 水分補給に気を付けている

者は 779%、 運動前の十分な準備運動をしている者

は 718%、 運動が得意な者は 422%、 汗をかきやす

い者は 609%及 び体調を崩しやすい者は 233%で
あつた。

3 主体的要因 (熱中症既往歴別)
表 5に主体的要因 8項目の回答結果について、熱中

症経験者と非経験者別に示した。

1)暑 さに対する体質
「暑さに弱い体質か」との質問に対し、熱中症経験

者と非経験者の 2群間で、女子 (pく0001)、 男子
(pく005)及び全体 (pく0001)で いずれも有意差が
認められ、熱中症経験者で「はい」と回答した害1合が

高値を示し、熱中症経験と暑さに対する体質に関連が

あることが示された。

2)朝食の摂取状況
「朝食は毎日食べますか」との質問に対し、2群問
で、女子、男子及び全体でいずれも回答した害1合に有

意差は認められなかつた。

3)毎 日の睡眠状況
「睡眠は毎日十分に取れていますか」との質問に対

し、男子の 2群間で有意差が認められ (pく005)、 熱

中症経験者に比べ非経験者で睡眠が確保されていると

の回答であつた。

4)水分補給の留意
「水分補給には常に気を付けていますか」との質問

に対し、女子、男子及び全体でいずれも 2群間に有意

差は認められなかつた。

5)運動前の準備運動
「運動前の準備運動は十分行つていますか」との質

問に対し、全体で有意差が認められ (pく 005)、 熱中

症経験者に比べ非経験者で準備運動が十分行われてい

るとの回答であった。

6)運動は得意さ
「運動は得意ですか」との質問に対し、女子で有意

差が認められ (pく001)、 熱中症非経験者で運動不得

意との回答者の割合が高値を示し、熱中症経験と運動

の得意さに関連があることが示された。

7)汗をかきやすさ
「汗をかきやすい方ですか」との質問に対し、女子、

男子及び全体でいずれも熱中症経験者と非経験者で有

意差は認められなかった。

8)普段の体調
「体調をくずすことがよくありますか」との質問に

対し、女子 (pく 0001)、 男子 (pく005)及び全体
(pく0001)でいずれも有意差が認められ、熱中症経
験者で非経験者に比べ体調をくずすことがよくあると

回答した者の割合が高値を示した。

60

60

55

60

57

56

120

117

111

計 173

II 結 果
1 熱中症の既往歴と重症度
既往歴がある者は全体で H8名 (341%)で あり、
女子 58名 (335%)と 男子 60名 (347%)と ほぼ同
じ割合であり、男女間に有意差はみられなかった。重

症度は全体で I度が 59名 (500%)、 Ⅱ度が 56名

(475%)及 び皿度が 3名 (25%)であり、ほとん
どが軽症と中等度の状態であった (表 2)。

表2 熱中症の既往歴と重症度 (男女別)
1)過去に熱中症にかかつたことがありますか

女子 男子

%%
全体

n  %
あり

なし

党えていない

60  34 7

99  57 2

14  8 1

118  34 1

184  53 2

44  12 7

33 5

49 1

173

2)それは、何度の状態でしたか

女子 男子 全体

% %
度

度

度

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

25

32

2

34

24

1

59

56

3

42 4

54 2

34

57 6

40 7

17

50 0

47 5

25

表 3に学年別の熱中症の既往歴と重症度を示した。

女子、男子及び全体で高学年になるに従い既往歴があ

る者の割合が高値を示す傾向にあり、女子と全体で有

意差が認められた (女子 pく0001、 全体 pく0001)。

女子の既往歴は 1年生の 200%に 対し 3年生で
547%、 全体では 1年生の 217%に対し 3年生で
486%と 倍以上の割合であつた。
2.主体的要因 (男女別)
表 4に主体的要因 8項目の回答結果について、男女
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表3 熱中症の既往歴と重症度 (学年別)

2年生      3年 生  ~
n  %   n  %   n  %

あり    12 200  17 283  29 547 ~~

1年生

な し 34    56 7 30    50 0
13    21 7

21    39 6     *林
3   57

1年生

n  %   n  %   n  %~
あり    14 233  22 386  24 429 ~~
な し 43    71 7

覚えていない  3  50
29    50 9
6      10 5

27    48 2     N S
5   89

全体

1年生       2年 生      3年 生
n  %   n  %   n  %~

あり       26  217    39  333    53  486  ~
77    64 2

覚えていない  17  142
な し

2)そ のときの重症度は

59    50 4
19    16 2

48    44 0
8   73

1年生      2年 生      3年 生
n  %   n  %   n  %~

I度    13 464  19 452  27 563
Ⅱ度
Ⅲ度

14    50 0
1   36

22    52 4
1    24

20    41 7
1   21

表4 主体的要因 (男女別)

n  %  ~n  %   n  %
はい

いいえ

35 202~ 33 191  68 197
62  35 8      79  45 7      141  40 8

132759  117676  249718
ときどき  23 132   37 214   60 173
いいえ      19  10 9     19  11 0      38  11 0

玉立_運動は得意ですか

% n %  n n  %

ヤまい

わからない  76439 61353 137396

いいえ

320  92 0

12   3 4
ときどき   10 57   6  35   16 46 わからない 50286 34197 84241

はい

いいえ

59  33 7

66  37 7
88  50 9     147  42 2

51  29 5     117  33 6

ときどき

67  38 3

73  41 7

35  20 0
52  30 1

38  22 0

150 43 1
125  35 9

73  21 0
いいえ 35  20 0

112  64 7     212  60 9

25  14 5      60  17 2
いいえ

ときどき 23 13. 1 18 i0.4 41 11.8 ときどき  55 314
81  23 3
123  35 3

144  41 4

68  39 3
いいえ   25143 1164 36103

つ
´

いいメこ       70  40 0      74  42 8

1)過去に熱中症にかかったことがありますか

党えていない  14  233

きに弱い体奮で

女子 男子

n  % n  %
158 90 3 162  98 6

5  297  40

一男子

水分補給には常に気を付けていますか

わからない 40229 36208 76218
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表5 主体的要因 (熱中症既往歴別)
1)暑 さに弱い体質ですか

女子

経験    非経験
n  % n  OO

男子

経験    非経験
n  %   n  %

全体

経験

n  %

非経験

n  %
は|ヽ        22 393    4  48
0ヽ ルヽえ         12  21 4      44  52 4  ***

わからない  22 393  36 428

17   28 3       13   13 1

22  36 7     53  53 6  *

21  35 0     33  33 3

39  33 6      17   9 3

34   29 3       97   53 0  ***

43  37 1      69  37 7

χ2独立性の検定 *pく006 *`‐ pくO001

2)朝食は毎日食べますか

女子

経験    非経験
男子

経験    非経験
n  %   n  %

全体

n  % n  % n  %

非経験

n  %
経験

はい

ときどき

いいえ

53  91 4

2 34
3  52

75   89 3

6  71 ,s
3  36

57  95 0      93  93 9

3  50 1  10 ns
0  00     5  5 1

110 98 2     168 91 8

5  42    7  38 1s
3  26    8  44

マン ホイントニ検定 ,s:有 意差なし

3)睡眠は毎日十分に取れていますか
女子

経験    非経験
男子

経験    非経験
n  %   n  %

全体

n  % n  % n  %

非経験

n  %
縁

はい

ときとき

いいえ

21  36 2

27  46 6

10  17 2

33  38 8       26  43 8      64  64 6

37  43 5  n s   24  40 0     21  21 2   拿

15  17 7       10  16 7     14  14 1

47  39 8      97  52 7

51  43 2     58  31 5 1 ,

20  17 0      29  15 8

水

気を付けていま

経験

n  ・/●
非経験

男子            全体

経験    非経験     経験    非経験
n  % n  %   n  % n  %   n  %

はい

ときとき

いいえ

44  75 9

6  103
8  138

62   72 9       49  81 6      83  83 8       98  78 8     145  78 8

13   15 3  。 s   7   11 7      0   9 1  , s   13  11 0      22  12 0  n s

10  11 8       4   6 7      7   7 1       12  10 2     17  9 2

マン ホイットニ検定 n,:有
=差
なし

5)運動前の準備運動は十分行つていますか
女子 男子            全体

経験    非経験     経験    非経験
n  %   n  % t%n%

経験 非経験

n  %%

はい

ときどき

いいえ

69 0

172
138

40

10

8

67  80 8       37  61 7      73  73 7       77  65 3     140  76 9

8  96 に,  15 250   17 172 ・ s  25 212   25 138 ホ
8   9 6        8   13 3      9   9 1        16  13 5      17   9 8

はい

いいえ

わからない  24 414   17 200 11  18 3      20  20 2

30  50 0      51  51 5 50  42 4      80  43 5

**   19  31 7      28  28 3 n s   33  28 0      67  36 4  n ,

35  29 6      37  20 1

20  34 5      29  34 1

14  24 1      39  45 9

経験    非経験 経験 経験     非経験
n  %   n  %

非経験

n  % n  % n  %   n  %
はセヽ          34  58 6     49  58 3

いいえ    7 12 1   20 238 ns
わからない  17 293   15 179

42  70 0      65  65 7

9   15 0     13  13 1 o s

9   15 0     21  21 2

76  64 4     114  62 3

16  13 6      33  18 0  n s

26  22 0      36  19 7

χ2独立性の検定 ns:有 音差なし

8)体調をくずすことがよくありますか
女子

経験    非経験
n  % n  % n  %   n  %    n  %

男子

経験 非経験 経験 非経験

n  %
はい

ときどき

いいえ

26  44 8      13  15 5

23  39 7      23  27 4  ***

9   15 5      48  57 1

14   23 3       15   15 1

26  43 3     35  35 4  *

20  03 4     49  49 5

40  38 9      28  16 0

49  41 5      58  31 7  ‖*

29  24 6      97  53 0

<, . tt.l , | =&8. *:!<0.05. ***:p<0.001

マン ホイットニ検定 *p005、 ns:有意差なし

マン ホイントニ校定 *pく 0 05 nst有 意差なし

経験    非経験     経験    非経験     経験    非経験
n  %   n  %    n  %   n  %    n  %   n  %

χ2独立性の検定 器 pく 001 ■,t有意差なし

９
乙

男子



中学生の熱中症既往歴と主体的要因の関連

Ⅳ 考 察
本研究は中学生を対象として熱中症既往者の体質、

普段の生活状況及び身体状況等の主体的要因について

検討することを目的とした。

今回の結果から、対象とした中学生の熱中症既往歴

(経験あり)は、全体で 341%であり、男女間に差
は認められなかつたが、男女共に学年進行に伴い既往

歴の増加傾向が明らかであった。これまで中学生の熱

中症既往歴について調査された例は見当たらず、今回

の 3人に 1人の害1合で熱中症経験があるとの結果に対

する考察は困難であるが、予防可能な疾患であること

を考慮すると高い割合であることが推察される。また、

今回の結果からその重症度は大部分が I度またⅡ度で

あったと回答しており、その大部分は医療機関での診

療を受けていないことも推察される。学年別にみると

1年生での熱中症経験者は 217%であり、今回の調査
日からこれらは中学校就学前の既往であることが確実

であり、おそらくは小学校で約 20%の者が熱中症を
経験していることになる。また、3年生での経験者は
486%であり、今回の調査では、中学校での 2年間で
約 30%の者が熱中症を経験したことが推察され、中

学校期での熱中症発症数の増加が疑われる。文科省

(2014)の平成 25年度の学校管理下における熱中症

事故の発生状況 (医療費を支給した件数)によれば、
小学校での 500件に対し中学校では 2358件 と中学校

での件数が約 5倍弱ほど多くなっている。また、日本

救急医学会 (2012)によれば 10歳から 19歳の熱中症

の 8割がスポーツが要因であり、その重症度は I度と

Ⅱ度が大部分であるとし、今回の結果を裏付けるもの

と考えられる。

熱中症既往歴のある者の体質等の主体的要因につい

て、今回の結果から、熱中症経験者は暑さに弱い体質

であると自覚していることが明らかとなつた。これは

熱中症を経験して自らの体質を暑さに弱いと自覚する

ようになったのか、それともそれ以前から自覚してい

たのかは定かでないが、環境省 (2014)の 「熱中症を

起こしたことがある人などは暑さに弱いので注意が必

要」との指摘がそのまま該当する結果であった。

次に今回の結果から、熱中症経験者は普段から体調

をくずしやすいことが明らかとなつた。体調が悪い人

が熱中症になりやすいことはよく知られていることで

ある (朝山ら、2013)。 また、体調の悪化は体温調節

能力の低下を招き (日 本体育協会、2013)、 さらに熱

中症既往歴のある者は体温を一定の範囲に維持する体

温調節能が劣っていることも示されていることから

(前田ら、2001)、 普段から体調をくずしやすい者は

熱中症を発症しやすい体質であることが示唆される。

V まとめ
本研究は中学生を対象として熱中症既往者の体質、

普段の生活状況及び身体状況等の主体的要因について

検討することを目的とした。2014年 5月 に静岡県浜

松市内の中学生 348人を対象に、過去の熱中症経験の

有無、体質、普段の生活状況及び身体状況等の主体的

要因を内容とする調査を実施した。

その結果は、以下の通りである。

1)熱中症既往歴がある者は全体で 341%で あり、
男女間に差はみられなかった。熱中症の重症度は I度

とⅡ度が 975%で あり、ほとんどが軽症と中等度で
あつた。

2)熱中症既往歴は、高学年になるに従いその害1合が
高値を示した。

3)熱中症経験者は暑さに弱い体質であることが明ら
かであつた。

4)熱中症経験者は普段から体調をくずしやすい体質
であることが明らかであった。

以上のことより、熱中症の予防には暑さに対する耐性強

化と普段からの体調管理が重要であることが示唆された。
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